
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

鶉欝鰯
氏名（法人にあっ
ては．名称及び代

及者の氏名）

事業者の主たる
業種

【］【］【］【］【］

注ｌ護当する□にI士、レ印をJd入してください，特定IIS糞行以外(ﾉ)､IF定行のﾉﾉ1ｔし印の紀人1ｔｲ：要で十

２「終躯年皮」とＩ士3十両1VⅡ1Wの前年度を、「１１標年度」とltill･lIhiMl111Ilのlii終年度を、「鰍〈!｢年度」とけill･IIlIiM1lllI1のうち、今に1靴《!ｆ(ﾉ)対敷となる(lﾘＩをいい主す：

３「ＪＩＦ鑓所淳排111区分」とI北京御府内の911F業ﾘﾘ｢輔のＩ鐘1円1,1(ﾉ)たy〕のエネルギーの(,１４１１)に↑卜い発生するi朏篭効果ガスを、「輸送ilL1d1il〃''''八分」とl-kll1lulII[運送Ｉ嘩行についてltIlA川U〕本拠の位搬をjj(姉MfIﾉlとするIlIS1,!)ｉ
の排出する温篭効果ガスを、鉄ilivli業行についてｌｔ１ｌｌＬｲIするl1t物'１〔|血i又１ｔ旅容､1[IiIiiの桃ⅡＩする温室効jlLガスを、「そ(ﾉ)１１１１排ｌｌｌｌえぅ)」とltI2iid以外のji(ｌｆｌｌ府IﾉﾘにおけるＪ１｢業所坤の]1麟活IUjに'11い総'１ﾐするi断f効果ガス
をいいたす．

」「ljj(単位uiたりの温室効果ガス排出fknIjの「１１１途|ﾒ:分」に(ｔ、ＣＣＩ:蝿、リ11F務所など(ﾉ)１１１途をOid入してください「１%(lii位(ﾉ)脂棟」に１ｔ、分「('）に鹸化llji撚換徳」の「に分けとなる指標（化'鞭数I,し処くしklnl
積、走行距離簿）を記入してください

５「その他の地球温暖化対策による温室効染ガスのriI1iWWV1Uのうち「鎌林の保翁及び縦Mlljの「IltiM1vE（汁Iilli）」欄にltill11li1U11111''１(ﾉ)11棟(ﾉ〕鮴,1Ｉを、「fll《!｢ｲlZlQi（災絨）」欄に〈t喪綱の鼎i}}を`id人してください

６「特記１１Ｗi」に１ｔ、ｉｌｉ成２ｲI：腱（1９９（)<|ﾘ幻を)ﾊｲ'11とした排'''1ｋ(ﾉ)対比や、行エネ楓IW1l#1発など他行(ﾉ)iAA寵効ルムガス排ⅡIilﾘ減へ(ﾉ)〔1献、グリーン鯛達の孫１１１、特定フロンなど(ﾉ)条例指定外(ﾉ)１Ｍ寵効果ガス｡)rllIiMi
などを記入してください

霧
(法

京都府八幡市岩田南野７番１号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

一安者の氏名）
恩地食品株式会社京都工場代表取締役社長恩地宏英

事業者の主たる
業種 生茄麺類製造販売業

該当する事業者
要件 鯵京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

r蟇謡ilffi:温暖化対策条例施行規則第'0条第２号又は第３号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ'00台以上/ﾀｸｼｰ'50台以上/鉄道車両
「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

大型設備更新時及び変更計画に必ず省エネの計画を踏まえることで、CO2削減を現実化にする。

推進体制
生産部長を中心に役職者推進チームにて管理を強化する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

２０年度

２１年度

２２年度

設備、対象、工程等

製造グループ

製造グループ

製造グループ

措置内容

ロジ室照明器具を省エネタイプに変更CO2削減に努める。約２％目標

高温排水を利用し生産設備の効率化をはかる。約２％目標

社内において再度省エネ活動を推進する。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）イ|ﾐ度
（弓鹸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二:鹸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭総換算）

増減率
(実績）

3.302.0 ｔ 3.169.0 ｔ -4.0％ 3.250.6 ｔ －１．６‘%， 

ｔ ｔ ％ ｔ ﾘも

ｔ ｔ IXD ｔ 〔姑

＊１ 3.302.0 ｔ ＊２ ３，１６９．０ ｔ -4.0‘x， ＊Ｉ 3.250.6 ｔ －１．６‘X， 

'1ﾐ潅数が5％jＷに対して、Niﾉj２％恥・ガス４％１mで仰ｌｌｉｌはできたが、エネルギー仇)llllW1川ｌのため、紬采的にCO2削減は[1棟Ⅲｈよりr11Ilる結果になった。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出塁等

用途区分 原単位の指標

工場
二酸化炭素換算

トン当たり（ｔ）

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 噌減:#！（iilil1ii） 報告年度（実績） １１V減率（災紺）

0.344 0.330 -4.0％ 0.338 －１．７ｗ） 

`X， (、

'０９ 

％ L､／ 
oｑＤ 

生産数5％増加の影響で削減はできなかったが原単位あたりの排出量は適正値に近かった。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
I血剃110隣； に鹸化炭銭換1m〔）

(鍍MiIhi脳） hａ (吸収1A） ｔ 

(利lllli） Iｎ＄ (riﾘiM(１０(） ｔ 

(た趣1ht） kwｈ (ﾊﾞﾘiMMi(） ｔ 

(熱供給1A） GＪ ((I1iMMi） ｔ 

(職人10ｔ） kwｈ (lPiﾘ減 ｔ 

(職人11t） ｔ (ﾊﾞﾘ減１k） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

収納ｉｔ輔 （二鹸化炭薙換算）

(樅備iili繭） hａ (吸収111J ｔ 

(利１１１１k） Iｎ８ (riﾘ減lit） ｔ 

(だ『い（） kwｈ (ilI減liI[） ｔ 

(熱|l上総 GＪ (ﾊﾞﾘ減 ｔ 

(11＃人 kwｈ (iPiI減lit） ｔ 

(1M人ljt） ｔ (削減獄） ｔ 

＊昂
ｔ 

差引排出量

(排出合計一ﾊﾞﾘ減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 3.302.0 ｔ 

目標年度（計画）

(02)（`3）３，１６９．０ｔ 

墹減率（計iilli）

-4.0％ 

報告年度（実績）

(04）（*ii） 3.250.6 ｔ 

増減率（笑統）

-Ｌ６％ 

地球温暖化対策

に資する社会貢
献活動

特記事項


